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３月定例会で決まったこと

平成３０年度一般会計予算

平成３０年度特別会計予算

第１回定例会 2

　平成３０年第１回片品村議会定例会（３月議会）を３月６日から１３日までの８日間にわたり開催しました。
平成３０年度当初予算をはじめ、条例の制定や改正、工事請負変更契約の締結、教育委員の任命、人権擁護委
員候補者の推薦、平成２９年度補正予算などが提案されました。
　議会は、予算説明会、各常任委員会と本会議での審議のうえ、全ての議案を全員賛成で可決しました。

歳 出
41億

3,200万

歳 入
41億

3,200万

799,248

91,300

105,362

601,322

95,420

63,878

1,756,530

45,751

9,238

85,530

87,563

67,655

23,877

319,614

90.4

103.5

99.6

116.3

103.2

109.2

100.6

地方交付税

国庫支出金

県支出金

使用目的が決まって
いる国からの補助金

使用目的が決まっている
県からの補助金

一定の行政サービス
を提供できるように
するために国が交付
する税

6億3,483万円
16 億6,600 万円

（40.3％）
（15.4％）

4 億1,324 万7 千円
（10.0％）

1 億8,419 万4 千円
（4.5％）

各種交付金
消費税やガソリン税
など国から地方へ配
分される交付金
1 億 5,500 万円

（3.8％）

繰入金
村の貯金を下ろして
使うお金
4 億2,054 万4 千円

（10.2％）

その他
負担金、使用料、寄付金、
諸収入など
1億4,068 万3千円

（3.4％）

前年度より繰越金
3,000万円

（0.7％）

7億3,186万4千円

（17.7％）

総務費

民生費11億252万1千円
（26.7％）

教育費

議会費
6,334万6千円

（1.5％）

予備費
300万

（0.1％）

労働費
5万4千円

（0.001％）農林水産業費
2億2,018万7千円

（5.3％）

商工費
1億1,430万1千円

（2.8％）

土木費
3 億838万2千円

（7.5％）消防費
1億8,809万9 千円

（4.6％）

災害復旧費
3千円

（0％） 公債費

村税

（借金返済金）

3億870万
　　  5千円

（7.5％）

諸支出
8,553万

（2.1％）

村民が納める税金

5億3,723 万2 千円
（13.0％）

村債
財源不足を補う
ための借金
5 億8,510 万円

（14.2％）

3億7,117万
        8 千円
（9.0％）

衛生費

国 民 健 康 保 険

簡 易 水 道

観 光 施 設 事 業

介 護 保 険

下 水 道 事 業 等

後期高齢者医療

合　　　 計

収益的収入のみ

（単位：千円）

会    計    名 予    算    額 一般会計繰入金前年対比 (％) 備　　  考

・・・
・

・・

・
・

・
・ ・・



一般会計当初予算の目玉

片品村教育委員会委員の任命 人権擁護委員候補者の推薦

平成３０年度

村道道路の認定及び廃止

認定路線

第１回定例会3

健康増進の推進

片品中学校改築事業

全日本マスターズスキー選手権

実行委員会

大清水湿原復旧業務委託事業

路 線 名

7075 号線

7072 号線

戸倉字牛首 329-9 〜 戸倉字並木 394-3

戸倉字牛首 329-9 〜 戸倉字小梅 540-2

479.30m 7.5m〜4.20m

7076 号線 戸倉字小梅 486-3 〜 戸倉字小梅 540-2 1,034.75m 9.97m〜4.00m

1,869.05m 9.97m〜4.00m

起点地番〜終点地番

※これは、戸倉地内の牛首から小梅の村道の内、並木トンネルの部分を村道から廃止した。

延　長 幅　員

道の駅尾瀬かたしな運営事業

29,675 総合健診の内容を見直し、個別の各種検診と合わせ
て健康増進、保健予防の充実を図る

H28〜H30 年度の継続事業、木造平屋建て  3,258 ㎡
本体工事、備品購入、臨時校舎管理、臨時校舎から
の引っ越し費用など

第43回全日本マスターズスキー選手権の開催にあた
り、H 30 年度に設立される実行委員会に負担金を拠
出するもの

鹿による食害を防ぐため、有害鳥獣防護柵整備、水
芭蕉等の移植、木道の整備などを行う（委託事業）

H30 . 7 月オープン予定の「道の駅尾瀬かたしな」の
開業準備、駐車場・トイレの管理、食品加工所の管
理運営の各委託事業

752,300

14,000

10,000

16,520

受　理
年月日

平成30年

 2 月 5 日

インフルエンザ予防接種
の費用一部補助に関する、
陳情書

利根郡昭和村大字貝野瀬 569-1

利根沼田腎臓病友の会

会長　関上  裕明

前橋市樋越町183-4

全日本年金者組合

群馬県本部執行委員長　 田村 照代

利根支部支部長　林　 マツ

前橋市樋越町183-4

全日本年金者組合

群馬県本部執行委員長　 田村 照代

利根支部支部長　林　 マツ

平成30年

2 月14 日

平成30年

2 月14 日

年金支給の隔月支給を毎

月支給に改める陳情
総務文教

常任委員会
採 択

若い人も高齢者も安心で
きる年金制度である全額
国庫負担の最低保障年金
制度創設を政府に求める
陳情

総務文教

常任委員会
採 択

総務文教

常任委員会

趣 旨

採 択

件　　名 陳  情  者 付託委員会 審議結果

３月定例会において審議された陳情は、下記のとおり決定しました。

陳 情  審  議  結  果  一  覧  表

意見書の
提　　出

内閣総理大臣に『年金支給の隔月支給を毎月支給に改める意見書』『若い人も高齢者も
安心できる年金制度である全額国庫負担の最低保障年金制度創設を政府に求める意見書』
を提出しました。

廃止路線

片品村教育委員会委員、芝﨑健司氏が平成30年3月31日
任期満了のため、引き続き任命することに同意を求めら
れ、議会は全員一致で同意しました。

氏 名：芝﨑 健司 氏　  住 所：越 本 氏 名：星野 トミ江 氏　  住 所：土 出

人権擁護委員、入澤眞理子氏が平成30年6月30日任期満了
となるため、新たに推薦しました。

事業等名称 予算額 事 業 内 容 等

（単位：千円）



平成２９年度　補正予算
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す
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条
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ワンポイント解説

ワンポイント解説

繰越明許費

継 続 費
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介
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介
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が
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に
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譲
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れ
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、
条
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付
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あ
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定

国
民
健
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保
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の
法
令
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、
国

民
健
康
運
営
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議
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改
め
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が
あ
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た
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、
条
例
の
一
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正

国
民
健
康
保
険
税
の
運
営

管
理
が
群
馬
県
に
移
管
さ

れ
る
こ
と
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伴
い
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算
定

方
式
な
ど
を
変
更
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
条
例
の

一
部
改
正

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
共
生
型
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

規
定
等
を
追
加
す
る
必
要

が
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、
条
例
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介
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追
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県
の
要
綱
改
正
に
伴
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資
金
の
使
途
か
ら
土
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、
利
用
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負
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減
の
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換
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融
資
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能
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す
る
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条
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一
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改
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齢
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確
保
に
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す
る
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り
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地
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す
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要
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条
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一
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す
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住
居
地
特
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要
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た
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条
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一
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改
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介
護
給
付
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込
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介
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よ
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財
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確
保
す
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要
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あ
る
た

め
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条
例
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一
部
改
正

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
医
療
と
介
護
の

連
携
強
化
に
関
す
る
規
定

を
追
加
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
条
例
の
一
部
改
正

土
砂
等
に
よ
る
埋
立
て
等

の
適
正
化
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り
、
生
活
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境
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保
全
し
て
村
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安
全
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守
る
こ
と
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的

に
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定
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き
、

介
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す
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、
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条
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定
・
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改
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に
つ
い
て

繰越明許費

前年度予算を使途と金額

を明らかにして翌年度へ

繰り越す費用です。

（単位：千円）

事　業　名 総　額 年　度 年 割 額項　　目

教育費 中学校費 片品中学校新校舎建築費 1,486,804

平成28年度

平成29年度

平成30年度

556,612

207,007

723,185

（単位：千円）

一般会計（第５号）

国民健康保険（第 3 号）

簡易水道（第３号）

観光施設事業（第１号）

介護保険（第３号）

下水道事業等（第３号）

後期高齢者医療（第 2 号）

補  正  額 補  正  後会　計　名

18,882

29,030

5,630

1,360

1,359

16,263

1,250

998

△

△

△

△

△

△

△

（収益的収入）

（収益的支出）

経費の総額及び年割額
を定め、数年度にわた
って経費の支出ができ
る予算の定めです。

4,516,505

975,204

96,081

104,382

94,205

553,718

96,727

59,175

継 続 費

（単位：千円）

事　業　名 金　額会 計 名

一般会計

（仮称）片品村交流連携拠点施設新築事業

村道鎌田・立沢線  大立沢橋  橋梁長寿命化修繕工事

片品村介護基盤等整備事業

戸倉公衆トイレ改修工事

85,622

92,232

11,550

48,319



工事請負変更契約・台湾訪問・ようこそ有権者

台湾片品

ようこそ 有 権 者
Welcome ゆう けん しゃ

NO.1 NO.2 NO.3

工事請負変更契約

5

　私は、昨年の 12月に 18歳の誕生日を迎え有権者になりました。自分の持つ一票
が片品村、日本の未来を決めるものだと思うと、責任を感じます。
　自分の意見をしっかり持ち、片品村がよりよい村になるために、選挙に参加し、
一票を無駄にしないよう投票に参加したいです。
　私は、今年の４月から専門学校に通うため、初めて片品村を離れます。
　現在の片品村は、少子高齢化が進んでいる状況です。私は専門学校卒業後、片品村
に戻ってきて働きたいと思っています。私のように片品村に戻って働きたいと思う
人が増えるように、はげ盛りなどのおもしろいイベントを増やして片品村の魅力を
多くの人に伝えられたらいいと思います。さらに、片品村への移住者が増えてにぎ
やかな村になっていってほしいと思います。

　２月４日～７日の４日間、台湾彰化県等へ訪問しトップセールスを
行ってきました。

　彰化県県知事、埔心郷郷長との会談では、今後の交流のありかたを

話し合い、お互いの文化、歴史、語学などを通じた学生間の交流を進

めるとともに、観光交流も一層活性化させていくことを確認しました。

　また、大興旅行社台中支店、喜鴻假期高尾支店、日商東武鐵道台北

分公司の旅行会社へ訪問し、尾瀬のハイキング、天王桜、水芭蕉群生

地、天然温泉、日光尾瀬エキスプレス号を活用した首都圏からの周遊、

秋の紅葉、パウダースノーなど四季を通じた観光の多様性や体験の豊

富さなどを紹介しセールスを行いました。

有権者になって
元尾瀬高等学校生

（平成30年3月1日卒業） 千明　菜緒 さん

ト ルスーセプッ

工事請負変更契約の締結（３件）について、原案のとおり全員賛成で可決しました。

○契約の目的
　（仮称）片品村交流連携拠点施設
　新築工事（第２期）
○契約の方法
　指名競争入札による契約
○契 約 金 額
　変更前：356,400,000 円
　変更後：429,624,000 円
○契約の相手方
　群馬県沼田市栄町 59 番地 4
　角屋・芝崎特定建設工事共同企業体
　代表者　角屋工業株式会社　
　　　　　代表取締役　飯島千明
○工　　　期
　平成 29 年 7 月 13 日から
　平成 30 年 3 月 31 日まで

○契約の目的

　花の駅・片品岩盤浴施設増築工事

○契約の方法

　指名競争入札による契約

○契 約 金 額

　変更前：58,644,000 円

　変更後：63,871,200 円

○契約の相手方

　群馬県利根郡みなかみ町後閑 84 番地 3

　増田建設株式会社

　代表取締役　増田安永

○工　　　期

　平成 29 年 10 月 10 日から

　平成 30 年  3 月 30 日まで

○契約の目的
　（仮称）片品村交流連携拠点施設
　外構工事
○契約の方法
　指名競争入札による契約
○契 約 金 額
　変更前：118,800,000 円
　変更後：124,891,200 円
○契約の相手方
　群馬県利根郡片品村大字須賀川 7 番地 1
　角田建設工業株式会社　
　代表取締役　角田恵子
○工　　　期
　変更前：平成 29 年 8 月  4 日から
　　　　　平成 30 年 3 月 31 日まで
　変更後：平成 29 年 8 月  4 日から
　　　　　平成 30 年 5 月 31 日まで

県知事との会談

旅行社にて
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少
子
高
齢
化
に
対
し
て
具
体
的

な
対
策
を
、
村
と
し
て
ど
う
考
え
て

い
る
か
聞
き
た
い
。

問

入澤登喜夫 議員

　

少
子
化
対
策
と
致
し
ま
し
て
、

平
成　

年
度
か
ら
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
平
成　

年
度
か
ら
は
、
治

療
費
に
対
す
る
助
成
率
を
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
、
１
人
に
つ

き
５
年
間
で　

万
円
と
し
て
い

た
助
成
金
を
、
年
間
の
上
限
を

２
０
０
万
円
と
し
た
上
で
、
何

年
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
改

正
し
ま
し
た
。
こ
の
年
間
限
度

額
２
０
０
万
円
と
い
う
の
は
、

県
内
で
最
も
高
い
も
の
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
３
子
以
降
の
出
産

祝
い
金　

万
円
、﹁
片
品
子
育
て

ブ
ッ
ク
﹂
の
作
成
、
無
料
で
利

用
で
き
る
尾
瀬
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
設
置
、
お
母
さ
ん
達
と

協
働
で
進
め
て
い
る
﹁
プ
レ
イ

パ
ー
ク
﹂
の
開
催
な
ど
、
出
産

や
育
児
の
支
援
、
負
担
の
軽
減

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
化
対
策
と
致
し
ま
し
て

は
、
特
定
保
健
指
導
・
糖
尿
病

重
症
化
対
策
・
国
民
健
康
保
険

の
事
業
な
ど
で
開
催
し
て
い
る
、

各
種
の
講
演
や
教
室
を
よ
り
充

実
さ
せ
、
今
ま
で
以
上
に
生
活

習
慣
病
や
認
知
症
な
ど
の
予
防

を
進
め
る
た
め
の
事
業
を
、
強

化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
、
高
齢
者
の
交
通
機

関
利
用
に
対
す
る
支
援
、
毎
年

お
年
寄
り
が
楽
し
み
に
し
て
い

る
敬
老
会
の
継
続
的
な
開
催
な

ど
、
村
民
一
人
ひ
と
り
が
、
い

つ
ま
で
も
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
村

づ
く
り
に
努
め
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

︵
村
長
︶

 

　
不
妊
治
療
の
費
用
は
高
額
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
現
在

利
用
件
数
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。

問

 

　
村
長
の
公
約
の
中
に
人
口
減

少
と
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
と

し
て
、﹁
村
民
の
健
康
増
進
を
進
め

る
健
康
教
室
の
開
催
﹂
が
示
さ
れ

て
い
る
が
、
具
体
策
は
あ
る
か
。

問

 

　
新
規
定
住
者
の
確
保
と
空

き
家
利
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
考
え
が
あ
る
か
。

問

　

今
年
度
は
、
２
件
で
７
回
の

申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

︵
村
長
︶

　

３
月
中
に
、
村
民
対
象
の
健

康
教
室
を
３
回
開
催
し
ま
す
。

３
月　

日
﹁
心
の
健
康
づ
く
り

講
演
会
﹂
、　

日
﹁
母
子
保
健
講

演
会
﹂
、　

日
に
は
、﹁
健
康
づ
く

り
講
演
会
﹂
と
し
て
﹁
ス
ロ
ー

エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
と
効
果
的
な
歩

き
方
﹂
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
に
は
総
合
健
診

に
向
け
た
健
康
づ
く
り
と
し
て
、

﹁
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
﹂
の
開
催

を
検
討
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

春
に
集
中
し
て
行
う
目
的
の

一
つ
は
、
総
合
健
診
時
に
行
う

特
定
保
健
指
導
の
対
象
者
の
減

少
及
び
、
重
症
化
対
策
の
強
化

で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
う
一
つ
の

目
的
は
、
年
齢
層
に
と
ら
わ
れ

ず
、
様
々
な
題
材
を
提
供
し
続

け
る
事
が
、
健
康
づ
く
り
へ
の

興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
考
え

る
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
村
民
の
皆
さ
ん
が

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村

づ
く
り
を
目
指
し
て
各
種
の
事

業
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

︵
村
長
︶

　

新
規
定
住
者
の
確
保
に
つ
き

ま
し
て
は
、

  

住
ま
い  

と 

仕
事 

の
情
報
を
収
集
し
、
広
く
発
信

し
て
い
く
こ
と
が
最
も
重
要
な

施
策
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
村
で
は  

住
ま
い 

と  

仕
事 

を
紹
介
す
る
﹁
片
品

村
空
き
家
＆
仕
事
バ
ン
ク
﹂
と

い
う
サ
イ
ト
を
運
営
し
て
お
り

ま
す
。
現
在
の
サ
イ
ト
へ
の
空

き
家
物
件
の
掲
載
数
は
、
契
約

済
み
も
含
め
て　

件
で
、
サ
イ

ト
運
営
当
初
か
ら
の
契
約
実
績

は　

件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

仕
事
情
報
の
掲
載
数
は
９
件
で
、

サ
イ
ト
運
営
当
初
か
ら
の
契
約

実
績
は
２
件
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

以
上
の
実
績
か
ら
、
こ
れ
ら

の
施
策
も
新
規
定
住
者
の
確
保

と
空
き
家
利
用
に
つ
い
て
、
一

定
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
現
状
の
課
題

と
し
て
﹁
す
ぐ
に
住
め
る
空
き

家
﹂
の
数
が
圧
倒
的
に
不
足
し

て
お
り
ま
す
。

　

定
期
的
に
広
報
や
回
覧
板
・

防
災
無
線
等
で
空
き
家
情
報
の

提
供
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す

が
、
な
か
な
か
情
報
が
集
ま
ら

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
こ
で
、
空
き
家
物
件
の
情

報
収
集
を
強
化
す
る
た
め
、
地

域
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
各
地
区
に
空

き
家
物
件
が
何
軒
あ
る
か
を
調

べ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
情
報
を

役
場
の
担
当
課
ま
で
ご
提
供
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ご
提
供
い
た
だ
い
た
情
報

︵
村
長
︶

24

30

30

30

空き家バンクに掲載されている物件

生後一ヶ月の赤ちゃん

32

15

28

28

50

”

”

”

”

”

”

”

”
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第
４
次
片
品
村
総
合
計
画
、
片

品
村
む
ら
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
、
尾
瀬
の
郷
片
品

村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
等
に
基
づ
い

て
、
各
種
施
策
・
事
業
を
行
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
に
は
至
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が

ら
、
今
年
度
も
、
来
年
度
も
、

再
来
年
度
も
地
域
は
存
続
し
、

そ
こ
に
は
、
４ 

０
０
０
人
を
超

え
る
村
民
が
暮
ら
し
て
い
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
。

　

地
域
が
末
永
く
続
い
て
い
く

た
め
に
、
行
政
は
在
る
の
だ
と

い
う
信
念
を
持
っ
て
、
決
断
と

実
行
を
心
掛
け
、
常
に
将
来
を

見
据
え
て
、
子
や
孫
の
世
代
に

課
題
を
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
、

こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
、
少
子

高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
に
伴

い
世
帯
数
の
減
少
が
進
む
中
、

地
域
の
今
後
の
運
営
と
対
策
に

つ
い
て
村
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。
特
に
﹁
組
﹂
の
運

営
に
つ
い
て
、
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
議
員
、
ご
承
知
の
と
お
り
、

行
政
区
の
組
織
、
役
割
等
を
明

確
に
定
め
、
片
品
村
と
地
域
住

民
と
の
意
思
の
疎
通
を
円
滑
に

し
、
村
政
運
営
が
よ
り
良
く
行

わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民

　

本
村
の
人
口
は
、
国
勢
調
査

の
結
果
に
よ
り
ま
す
と
、
平
成

　

年
は
４ 

９
０
４
人
で
し
た
が
、

５
年
後
の
平
成　

年
に
は
、
４

３
９
０
人
に
な
り
、
５
年
間
で

５
１
４
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
世
帯
数
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成　

年
は
１ 

６
７
７

世
帯
で
し
た
が
、
５
年
後
の
平

成　

年
に
は
、
１ 

５
５
４
世
帯

に
な
り
、
５
年
間
で
１
２
３
世

帯
減
少
し
て
い
ま
す
。
村
で
は
、

こ
の
よ
う
な
人
口
減
少
に
少
し

で
も
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、

が
暮
ら
し
や
す
い
村
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
い
た
し
ま
し
て
、

﹁
片
品
村
行
政
区
の
設
置
及
び

組
織
に
関
す
る
規
則
﹂
が
制
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

規
則
で
は
、﹁
本
村
に
８
の
行

政
区
を
置
き
、
下
部
組
織
と
し

て　

の
組
を
置
く
。
﹂
と
、
定
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
区
役
員
と
し
て
、

﹁
区
に
区
長
及
び
区
長
代
理
を

置
き
、
組
に
組
長
を
置
く
﹂
と

な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
職

務
と
し
て
、
﹁
区
長
は
、
区
の

代
表
者
で
あ
り
区
を
統
括
す
る
。

区
長
代
理
は
、
区
長
を
補
佐
し
、

区
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
そ
の

職
務
を
代
理
す
る
。
組
長
は
、

域
内
の
住
民
を
把
握
し
、
他
の

役
員
と
と
も
に
区
の
事
務
に
当

た
る
。﹂
と
定
め
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
世
帯
数
の
減
少
、

ま
た
、
高
齢
化
に
よ
り
、
区
役

員
の
担
い
手
が
不
足
し
、
地
域

に
よ
っ
て
は
、
組
長
を
２
回
あ

る
い
は
、
３
回
経
験
す
る
﹁
組
﹂

も
在
る
、
と
い
う
話
も
伺
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
村
で
は
、
区
役
員
以

外
に
も
、
６
０
０
人
ほ
ど
の
方

々
に
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員

と
し
て
、
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
地
域
に
お

い
て
は
、
任
意
の
団
体
の
役
員

等
も
数
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

年
々
、
人
口
や
世
帯
数
は
、
減

少
し
て
お
り
ま
す
が
、
役
員
等

の
人
数
は
、
減
少
し
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
ま
で
に
比
べ
、

地
域
の
役
員
の
方
々
の
負
担
が

一
層
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
を
克
服
す

る
た
め
に
、
役
場
職
員
は
も
ち

ろ
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
村
民

一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
現
状
や

将
来
に
つ
い
て
関
心
と
当
事
者

意
識
を
持
ち
、
何
が
問
題
か
、

何
が
必
要
か
を
考
え
、
自
分
た

ち
で
判
断
し
な
が
ら
、
自
分
た

ち
で
で
き
る
こ
と
を
実
践
行
動

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
た
め
に
、
行
政
は
何
を

す
べ
き
か
？　

何
が
で
き
る
の

か
？　

し
っ
か
り
と
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

先
の
議
会
定
例
会
で
も
申
し

上
げ
ま
し
た
が
、
私
は
、
片
品

村
を
取
り
巻
く
、
数
多
く
の
課

題
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
村

民
参
加
型
に
よ
る
村
政
の
進
め

方
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

与
え
ら
れ
た
任
期
の
１
年
１

年
が
勝
負
で
あ
る
と
心
に
言
い

聞
か
せ
な
が
ら
、
村
民
と
皆
様

と
共
に
対
話
を
し
な
が
ら
、
決

断
、
実
行
し
、﹁
ふ
る
さ
と
片
品
﹂

を
創
り
あ
げ
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

 

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
特

に
ど
の
地
域
も
苦
悩
し
て
い
る

現
状
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

﹁
組
﹂
の
運
営
に
関
す
る
検
討

委
員
会
や
作
業
部
会
の
設
置
等

を
早
急
に
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

問
　

﹁
組
﹂
の
運
営
に
関
す
る
検
討

委
員
会
や
作
業
部
会
の
設
置
等

に
つ
い
て
、
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

議
員
の
ご
提
案
の
と
お
り
、
こ

れ
か
ら
の
﹁
組
﹂
の
運
営
に
つ

き
ま
し
て
は
、
現
在
の
区
役
員

の
皆
様
を
始
め
、
関
係
者
の
皆

様
、
ま
た
、
地
域
の
皆
様
な
ど

の
、
様
々
な
ご
意
見
を
し
っ
か

り
と
伺
い
、
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
行
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
た
め

の
、
検
討
委
員
会
あ
る
い
は
、

作
業
部
会
の
よ
う
な
組
織
を
設

置
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

︵
村
長
︶

22

22

32

27

27

，

，

，

，

，

 

　
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減

少
に
伴
い
、
世
帯
数
の
減
少
が

進
む
中
、
地
域
の
今
後
の
運
営

と
対
策
に
つ
い
て
、
村
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
特
に

﹁
組
﹂
の
運
営
に
つ
い
て
考
え
が

あ
る
か
。

問
︵
村
長
︶

を
基
に
、
担
当
課
で
各
地
区
の

空
き
家
情
報
を
整
理
し
、
リ

フ
ォ
ー
ム
や
修
繕
等
の
必
要
が

な
く
、
す
ぐ
に
活
用
で
き
る
可

能
性
の
高
い
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
所
有
者
の
方
に
直
接
ご
連

絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
個
別
に

調
査
、
相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
空
き
家

の
活
用
に
つ
い
て
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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討  議  し  ま  し  た

意
見

　
　
歳
以
下
の
透
析
患
者
も
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
補

助
を
お
願
い
し
た
い
と
い
う
も

の
で
す
。
透
析
患
者
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
を
発
症
す
る
と
重
症

化
し
や
す
く
、
通
院
日
数
も
多

く
不
自
由
な
生
活
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
他
の
病
気
を
患
い
、

つ
ら
い
闘
病
生
活
を
さ
れ
て
い

る
村
民
の
方
も
い
ま
す
。

　
利
根
沼
田
腎
臓
病
友
の
会
に

は
、
毎
年
、
補
助
金
が
支
出
さ

れ
て
い
る
の
で
、
効
率
的
に
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ

は
、
利
根
沼
田
地
域
全
体
の
問

題
と
し
て
、
さ
ら
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
趣
旨
採

択
と
す
る
。

問　
　
出
納
室
、
群
馬
銀
行

の
撤
退
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
つ
い
て

問　
　
村
民
運
動
会
の
開
催

時
期
は
決
ま
っ
た
か
？

問　
　
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返

納
後
の
移
動
対
策
及
び
病
院
、

買
い
物
弱
者
の
対
応
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
？

︻
第
１
号
︼

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

費
用
一
部
補
助
に
関
す
る
陳
情

意
見

　
高
齢
者
の
生
活
も
月
単
位
で

送
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

生
活
に
合
わ
せ
る
よ
う
年
金
支

給
日
を
隔
月
か
ら
毎
月
支
給
に

し
、
安
心
し
て
高
齢
期
を
送
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
本
陳
情
の
趣

旨
を
理
解
し
、
国
に
対
し
て
意

見
書
を
提
出
す
る
べ
き
で
あ
る

と
し
て
、
全
員
賛
成
で
採
択
と

す
る
。

︻
第
２
号
︼

　

年
金
支
給
の
隔
月
支
給
を
毎

月
支
給
に
改
め
る
陳
情

意
見

　﹁
基
本
的
生
活
を
支
え
る
﹂

最
低
保
障
年
金
制
度
を
創
設
し
、

無
年
金
者
、
低
年
金
を
な
く
し
、

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
を
送
る
権
利
を
保
障
す
る

た
め
の
施
策
と
し
て
重
要

な
こ
と
か
ら
、
本
陳
情
の

趣
旨
を
理
解
し
、
国
に
対

し
て
意
見
書
を
提
出
す
る

べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
全

員
賛
成
で
採
択
と
す
る
。

︻
第
３
号
︼

　

若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心
で

き
る
年
金
制
度
で
あ
る
全
額
国

庫
負
担
の
最
低
保
障
年
金
制
度

創
設
を
政
府
に
求
め
る
陳
情

︵
会
計
管
理
者
︶

　

４
月
か
ら
群
馬
銀
行
の

派
出
が
撤
退
し
ま
す
が
、

村
民
に
対
す
る
窓
口
業
務
の

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
ま
ね
か

な
い
よ
う
に
努
め
ま
す
。

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

　

関
係
者
と
協
議
し
た
結
果
、

来
年
度
は
、
平
成　

年
９
月　

日
月
曜
日
、
予
備
日
な
し
で
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

︵
保
健
福
祉
課
長
︶

　

敬
老
バ
ス
カ
ー
ド
の
購
入
補

助
や
、
花
咲
線
の
デ
マ
ン
ド
バ

ス
及
び
関
越
バ
ス
に
つ
い
て
村

内
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
機
関
へ
の
通
院
に
は
タ

ク
シ
ー
券
の
半
額
補
助
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

買
い
物
の
対
応
は
要
介
護
者

に
つ
い
て
は
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が

買
い
物
を
し
て
き
て
く
れ
る
サ

ー
ビ
ス
、
要
支
援
者
と
身
体
障
害

者
の
方
に
は
福
祉
有
償
運
送
を

活
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

一
、
陳
情
に
つ
い
て

二
、
所
管
事
務
に
つ
い
て

30

17

60

（
委
員
長
　
髙
山  

悦
夫
） 有償運送
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を
考
え
て
い
ま
す
。

　

観
光
振
興
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
鹿
に
よ
る
食
害
で
ミ
ズ

バ
シ
ョ
ウ
な
ど
の
尾
瀬
に
生
息

す
る
草
花
を
失
っ
て
し
ま
っ
た

大
清
水
湿
原
を
復
活
さ
せ
る
た

め
、
平
成　

年
度
で
鹿
の
侵
入

を
防
ぐ
防
護
柵
と
、
腐
り
か
け

て
し
ま
っ
た
木
道
の
整
備
を
行

い
ま
す
。

委  員  が  慎  重  に

　
　
村
内
天
然
記
念
物
等
、
周

辺
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
考
え

は
あ
る
か
？

　
　
外
国
人
観
光
客
の
受
入
体

制
の
対
応
は
？

　
　
目
黒
区
の
目
黒
区
民
ま
つ

り
の
参
加
方
法
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
？

︵
村
長
︶

　

観
光
協
会
、
む
ら
づ
く
り
観

光
課
主
導
で
参
加
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
す
る
の
で
は
な
く

違
う
方
法
で
交
流
を
深
め
ら
れ

る
よ
う
検
討
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
︶

　

三
区
内
の
天
王
桜
の
駐
車
場

周
辺
整
備
の
検
討
や
、
ザ
ゼ
ン

ソ
ウ
群
生
地
は
必
要
に
応
じ
て

の
木
道
の
現
物
支
給
を
考
え
て

い
ま
す
。

︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
︶

　

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
観
光

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
多
言

語
化
を
行
い
対
応
し
て
い
ま
す
。

道
の
駅
の
総
合
案
内
所
に
は
、

村
を
訪
れ
た
外
国
人
観
光
客
に

村
内
外
の
観
光
地
な
ど
を
広
く

周
知
で
き
る
よ
う
な
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
　
技
術
系
職
員
の
業
務
に
必

要
な
資
格
取
得
に
つ
い
て

︵
農
林
建
設
課
長
︶

　

県
の
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
へ

職
員
を
派
遣
す
る
な
ど
専
門
知

識
を
習
得
し
て
い
ま
す
。

︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
︶

　
　
日
光
尾
瀬
か
た
し
な
エ
ク
ス

プ
レ
ス
号
の
運
行
す
る
の
か
？

　

新
年
度
も
運
行
す
る
予
定

で
す
。

︵
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
︶

　

７
月
に
道
の
駅
を
オ
ー
プ
ン

さ
せ
る
た
め
の
準
備
と
し
て
植

栽
工
事
と
ロ
ー
ド
サ
イ
ン
、
各

種
看
板
の
設
置
、
直
売
所
の
準

備
や
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
、
レ
ス
ト

ラ
ン
の
家
具
、
村
民
キ
ッ
チ
ン

の
調
理
器
具
な
ど
の
整
備
と
、

道
の
駅
に
来
て
い
た
だ
い
た
お

客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
特
産
品
を
活
用
し
た
料
理

の
提
供
、
新
鮮
な
農
産
物
の
大

量
陳
列
、
新
た
な
加
工
品
の
開

発
及
び
販
売
、
ま
た
、
オ
ー
プ

ン
し
て
か
ら
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
円
滑
に
進
む
よ
う
な
方
策

一
、
平
成
　
年
度
予
算

　  

に
つ
い
て

30

問
︵
農
林
建
設
課
長
︶

　
　
　
年
度
予
算
の
主
要
事
業

は
ど
ん
な
も
の
か
？

　

有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
、
電

気
柵
の
購
入
補
助
、
狩
猟
意
欲

を
高
め
る
た
め
の
有
害
鳥
獣
の

捕
獲
奨
励
金
で
す
。

　

農
業
振
興
で
は
、
ト
マ
ト
セ

ン
タ
ー
の
処
理
能
力
が
大
幅
に

上
が
る
た
め
、
栽
培
用
の
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
の
補
助
と
３
地
区
の

水
槽
の
整
備
で
す
。

　

土
木
関
係
で
は
村
道
の
除
雪

体
制
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た

め
、
除
雪
車
１
台
を
購
入
す
る

予
定
で
す
。

　

そ
の
他
、
地
区
要
望
に
対
応

す
る
た
め
村
道
の
維
持
修
繕
工

事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問

二
、
所
管
事
務
に
つ
い
て

問

問

問問

30

30

（
委
員
長
　
千
明
　
勉
）

畑に設置した電気柵
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入
澤
登
喜
夫

今
井
　
　
功

星
野
　
逸
雄

星
野
　
精
一

星
野
　
栄
二

髙
山
　
悦
夫

萩
原
　
正
信

後
藤
　
眞
平

千
明
　
　
勉

議
員
名

議
決
結
果

議
案
内
容

議
案
番
号

全会一致
原案可決

３月定例議会の主な議案内容及び議決一覧

片品村国民健康保険条例の一部を改正する条
例について

全会一致
原案可決

議　 案
第６号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

片品村小口資金融資促進条例の一部を改正
する条例について

工事請負変更契約の締結について：（仮称）
片品村交流連携拠点施設新築工事（第２期）

工事請負変更契約の締結について：（仮称）
片品村交流連携拠点施設外構工事

工事請負変更契約の締結について：花の駅
・片品岩盤浴施設増築工事

村道路線の認定及び廃止について

片品村教育委員会委員の任命について

人権擁護委員候補者の推薦について

平成 29 年度片品村一般会計補正予算（第
５号）について

平成 29 年度片品村国民健康保険特別会計
補正予算（第３号）について

平成 29 年度片品村簡易水道事業特別会計
補正予算（第３号）について

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

片品村指定居宅介護支援等の事業の人員及
び運営に関する基準を定める条例の制定に
ついて

道の駅尾瀬かたしなの設置及び管理に関す
る条例の制定について

片品村土砂等による埋立て等の規制に関す
る条例の制定について

片品村職員の勤務時間、休暇等に関する条
例の一部を改正する条例について

片品村職員の育児休業等に関する条例の一部
を改正する条例について

片品村国民健康保険税条例の一部を改正する
条例について

片品村後期高齢者医療に関する条例の一部
を改正する条例について

片品村指定介護予防支援等の事業の人員及
び運営並びに指定介護予防支援等に係る介
護予防のための効果的な支援の方法に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例
について

片品村指定地域密着型サービスの事業の人
員、設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例について

片品村指定地域密着型介護予防サービスの
事業の人員、設備及び運営等に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例について

片品村介護保険条例の一部を改正する条例
について

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

議　 案
第１号

議　 案
第２号

議　 案
第３号

議　 案
第４号

議　 案
第５号

議　 案
第７号

議　 案
第８号

議　 案
第９号

議　 案
第10号

議　 案
第11号

議　 案
第12号

議　 案
第13号

議　 案
第14号

議　 案
第15号

議　 案
第16号

議　 案
第17号

同　 意
第１号

諮　 問
第１号

議　 案
第18号

議　 案
第19号

議　 案
第20号

議案内容及び議決一覧



先輩議員からの ひと言

11 議員ＯＢの声

入
澤
登
喜
夫

今
井
　
　
功

星
野
　
逸
雄

星
野
　
精
一

星
野
　
栄
二

髙
山
　
悦
夫

萩
原
　
正
信

後
藤
　
眞
平

千
明
　
　
勉

議
員
名

議
決
結
果

議
案
内
容

議
案
番
号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　

バ
ブ
ル
の
時
代
、
そ
し
て
バ

ブ
ル
の
崩
壊
そ
ん
な
時
代
で
し

た
。
子
供
達
の
人
数
も
多
か
っ

た
た
め
、
保
育
所
に
入
園
で
き

な
い
お
子
さ
ん
も
い
ま
し
た
。

　

議
会
の
後
は
皆
で
よ
く
飲
み

に
行
き
、
片
品
村
の
将
来
の
夢

を
語
り
合
え
た
こ
と
は
良
い
思

い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
は
人
口
も
減
り
ま
し
た
。

議
員
は
当
時
の
２
／
３
ほ
ど
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
減
ら
な
い

の
は
村
の
予
算
と
職
員
の
数
。

　

人
口
を
増
や
す
の
は
無
理
な

話
で
し
ょ
う
。

　

小
さ
な
村
づ
く
り
が
必
要
で

し
ょ
う
。

　

人
口
が
減
る
の
は
目
に
見
え

て
い
ま
す
。

　

今
私
は　

歳
に
な
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
年
を
と
っ
て
も
楽

し
い
村
づ
く
り
、
人
の
手
を
借

り
な
く
て
も
生
活
で
き
る
よ
う

な
村
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
国

民
年
金
で
生
活
で
き
る
よ
う
に

す
る
に
は
、
例
え
ば　

歳
以
上

の
方
は
共
同
生
活
が
出
来
る
よ

う
な
施
設
が
あ
れ
ば
元
気
な
方

が
世
話
を
し
、
最
低
限
の
費
用

で
暮
ら
せ
ま
す
。
様
々
な
思
い

を
持
っ
て
議
員
の
方
々
も
活
動

し
て
く
だ
さ
い
。

さん

きんいち

戸丸　俊一 （花咲）

「小さな村づくり」 議員任期　　 昭和６２年４月 〜 平成３年４月

80

70

平成 29 年度片品村介護保険特別会計補正
予算（第３号）について

平成 29 年度片品村下水道事業等特別会計
補正予算（第３号）について

全会一致
原案可決

議　 案
第22号

議　 案
第23号

平成 29 年度片品村営観光施設事業特別会
計補正予算（第１号）について

全会一致
原案可決

議　 案
第21号

陳　 情
第２号

陳　 情
第３号

発　 委
第１号

発　 委
第２号

年金支給の隔月支給を毎月支給に改める陳情

若い人も高齢者も安心できる年金制度であ
る全額国庫負担の最低保障年金制度創設を
政府に求める陳情

年金支給の隔月支給を毎月支給に改める意
見書

若い人も高齢者も安心できる年金制度であ
る全額国庫負担の最低保障年金制度創設を
政府に求める意見書

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

平成 29 年度片品村後期高齢者医療特別会
計補正予算（第２号）について

平成 30 年度片品村一般会計予算について

平成 30 年度片品村国民健康保険特別会計
予算について

平成 30 年度片品村簡易水道事業特別会計
予算について

平成 30 年度片品村営観光施設事業特別会
計予算について

平成 30 年度片品村介護保険特別会計予算
について

平成 30 年度片品村下水道事業等特別会計
予算について

平成 30 年度片品村後期高齢者医療特別会
計予算について

片品村福祉医療費の支給に関する条例の一
部を改正する条例について

インフルエンザ予防接種の費用一部補助に
関する、陳情書

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

陳　 情
第１号

議　 案
第24号

議　 案
第25号

議　 案
第26号

議　 案
第27号

議　 案
第28号

議　 案
第29号

議　 案
第30号

議　 案
第31号

議　 案
第32号
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①
私
は
中
学
生
議
会
で
、
あ

ら
た
め
て
片
品
村
が
抱
え
て

い
る
問
題
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
少
子
化
を
含

め
た
く
さ
ん
の
問
題
が
あ
る

片
品
村
に
何
か
よ
い
提
案
が

な
い
か
真
剣
に
考
え
た
こ
と

で
、
よ
り
片
品
村
の
良
い
所

や
悪
い
所
た
く
さ
ん
の
事
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
将
来
片

品
村
を
担
う
か
も
し
れ
な
い

私
た
ち
に
は
貴
重
な
体
験
と

な
り
ま
し
た
。

　

私
は
将
来
片
品
村
に
住
む

事
は
全
く
考
え
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
、
こ
の
中
学

生
議
会
を
し
て
、
自
分
た
ち

の
手
で
も
っ
と
活
気
が
あ
ふ

れ
た
片
品
村
に
変
え
そ
の
変

化
を
こ
の
目
で
見
て
み
た
い

と
も
思
い
ま
し
た
。

　

ど
こ
へ
行
く
に
も
、

車
は
必
須
、
冬
は
雪
が

た
く
さ
ん
降
っ
て
大
き

な
ス
ー
パ
ー
ま
で
は
片

道　

分
程
度
か
か
り
、

最
寄
り
駅
は
最
寄
り
な

ん
て
距
離
じ
ゃ
な
い
ほ

ど
田
舎
だ
け
ど
、
空
気

が
き
れ
い
で
み
ん
な
が

あ
っ
た
か
く
て
協
力
心

は
ど
こ
よ
り
も
負
け
て

な
い
片
品
村
な
ら
、
こ

れ
か
ら
い
く
ら
で
も
変

わ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
中
学
生
議
会
で

学
ん
だ
こ
と
、
議
場
で

や
ら
せ
て
頂
い
た
こ
と
に
感

謝
し
、
そ
れ
を
活
か
し
て
こ

れ
か
ら
の
生
活
に
役
立
て
た

い
で
す
。 40

②
村
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と

や
大
切
な
こ
と
を
み
ん
な
で

考
え
た
こ
と
で
、
村
へ
の
理

解
が
深
ま
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
自
分
が
思
っ
て
い
た
以

上
に
村
が
抱
え
て
い
る
問
題

は
大
き
い
も
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ

ら
の
問
題
を
も
っ
と
よ
く
理

解
し
た
う
え
で
改
善
策
を
見

つ
け
て
い
け
た
ら
良
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
人
々
が

暮
ら
し
て
い
て
住
み
ご
こ
ち

の
よ
い
村
に
私
た
ち
自
身
で

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

決
し
て
人
任
せ
で
は
な
く
、

自
分
で
出
来
る
こ
と
を
少
し

ず
つ
で
も
実
行
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
心

が
け
に
よ
っ
て
こ
の
村
が
さ

ら
に
良
い
村
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

③﹁
親
も
子
ど
も
も
楽
し
く
子

育
て
﹂
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、

私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
片
品
村
の
少
子
化
問
題
に

歯
止
め
が
で
き
る
か
を
中
学

生
議
会
に
向
け
て
班
の
み
ん

な
で
考
え
ま
し
た
。
最
初
は

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
す
の
も
難

し
く
、
先
生
方
に
相
談
し
な

が
ら
で
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん

と
班
の
み
ん
な
で
﹁
〜
し
た

ほ
う
が
良
い
﹂
や
﹁
〜
し
よ
う
﹂

な
ど
の
考
え
を
出
し
て
、
よ

り
よ
い
提
案
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

本
番
で
あ
る
中
学
生
議
会

で
は
、
梅
澤
村
長
さ
ん
が
私

た
ち
の
提
案
一
つ
ひ
と
つ
に

丁
寧
に
答
え
て
く
だ
さ
っ
て
、

３
ヶ
月
間
一
生
懸
命
考
え
て

き
て
良
か
っ
た
な
と
思
え
ま

し
た
。

　

今
回
の
こ
の
学
習
を
通
し

て
、
私
は
片
品
村
を
人
口
増

加
さ
せ
る
に
は
た
く
さ
ん
の

視
野
か
ら
考
え
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
子
育

て
だ
け
で
な
く
福
祉
が
あ
り
、

防
災
が
あ
り
、
観
光
、
産
業

が
あ
る
こ
と
で
人
口
が
増
加

す
る
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
議
会
で
は
本
当
に

貴
重
な
体
験
で
し
た
。

④
片
品
村
に
も
っ
と
い
た
い

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

盛
り
上
が
る
イ
ベ
ン
ト
を
提

案
し
て
、
村
長
さ
ん
は
﹁
素

晴
ら
し
い
案
﹂
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
と

き
は
、
班
全
員
で
考
え
た
か

い
が
あ
っ
た
な
と
思
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
た
だ
私
た
ち

の
案
を
﹁
良
い
ね
。
採
用
。﹂

と
は
せ
ず
真
剣
に
考
え
て
い

た
だ
い
た
か
ら
こ
そ
、
私
た

ち
の
案
を
実
施
す
る
こ
と
へ

の
欠
点
や
、
不
要
な
部
分
、

大
変
な
こ
と
も
見
つ
か
り
ま

し
た
。
プ
ラ
ス
の
面
を
求
め

れ
ば
必
ず
ど
こ
か
に
マ
イ
ナ

ス
が
く
っ
つ
い
て
い
る
ん
だ

と
思
い
ま
し
た
。
私
は
、
今

回
の
経
験
は
と
て
も
貴
重
だ

と
思
い
ま
す
。
自
分
の
住
ん

で
い
る
地
域
を
よ
り
良
く
発

展
さ
せ
る
た
め
に
、
同
じ
と

こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
人
と
話

し
合
っ
て
、
理
解
を
深
め
て

い
く
こ
と
は
こ
れ
か
ら
選
挙

権
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
政

治
が
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て

く
る
の
で
、
大
切
だ
と
考
え

ま
す
。

　

私
た
ち
や
村
の
人
が
、
片

品
村
を
ど
ん
な
風
に
さ
せ
た

い
か
考
え
続
け
、
少
し
ず
つ

実
践
し
て
い
け
ば
、
こ
の
村

は
廃
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

⑤
今
回
の
中
学
生
議
会
を
通

し
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
僕
た
ち
中
学
生
に
は
な
か

な
か
経
験
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
よ
い
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

片
品
村
に
つ
い
て
深
く
考

え
た
こ
と
が
あ
ま
り
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
今
回
の
議
会
で

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
考
え
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
の
班
の
提
案
し

た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
案

で
は
、﹁
Ｓ
Ｎ
Ｓ
関
係
を
使
う

こ
と
は
と
て
も
い
い
案
な
の
で
﹂

と
村
長
が
言
っ
て
い
た
の
で

採
用
を
少
し
期
待
す
る
部
分

も
あ
り
ま
し
た
。
も
し
、
一

部
分
で
も
採
用
さ
れ
た
ら
嬉

し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

僕
は
今
回
の
議
会
で
共
に

村
の
こ
と
を
考
え
、
共
に
作

っ
て
い
く
と
い
う
意
識
が
高

ま
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
少
し
そ
う
い

う
所
も
考
え
て
生
活
し
た
い

で
す
。
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⑦
私
た
ち
の
班
は
、
子
供
の

遊
び
場
が
充
実
し
て
い
な
い

こ
と
か
ら
公
園
の
充
実
化
に

つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
は
じ

め
は
、
充
実
し
た
公
園
の
設

置
な
ど
を
考
え
ま
し
た
が
、

班
で
話
し
合
い
を
し
て
い
る

う
ち
に
お
金
の
問
題
や
場
所

の
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
出
て
き
ま
し
た
。
ど
う

し
た
ら
問
題
を
解
決
し
つ
つ

安
全
で
、
楽
し
い
遊
び
場
を

確
保
で
き
る
か
な
ど
た
く
さ

ん
話
し
合
い
、
考
え
た
こ
と

で
提
案
を
作
る
こ
と
の
難
し

さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
班
は
公
園
の
建

設
以
外
で
、
各
地
区
の
奉
仕

作
業
で
公
園
の
整
備
を
考
え

ま
し
た
。
こ
の
提
案
を
し
た

こ
と
か
ら
、
私
自
身
も
子
供

た
ち
の
遊
び
場
を
確
保
す
る

一
員
に
な
れ
る
と
思
っ
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
積
極
的
に
区

の
奉
仕
作
業
な
ど
に
参
加
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
し
っ
か
り
と

提
案
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
提
案

を
役
場
の
方
々
が
一
生
懸
命

答
弁
し
て
く
だ
さ
っ
て
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
議

会
を
終
え
て
、
私
は
私
の
住

ん
で
い
る
村
に
つ
い
て
知
ら

な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
も
っ

と
も
っ
と
村
の
イ
ベ
ン
ト
や

活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て

片
品
村
を
他
の
地
域
の
方
々

に
伝
え
た
い
で
す
。

⑧
主
に
、
高
齢
者
の
方
々
に

つ
い
て
の
提
案
を
し
ま
し
た
。

村
の
少
子
高
齢
化
の
現
状
や

村
の
対
応
な
ど
を
中
心
に
調

べ
た
時
、
自
分
で
は
な
ん
と

な
く
今
の
村
の
現
状
を
把
握

し
て
い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、

実
際
に
調
べ
て
具
体
的
な
数

値
な
ど
を
見
る
と
自
分
の
知

ら
な
か
っ
た
こ
と
ば
か
り
で

驚
き
ま
し
た
。
と
同
時
に
、

そ
れ
ら
の
問
題
に
興
味
を
持

つ
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
提

案
す
る
内
容
を
決
め
る
と
き

は
、
実
際
に
調
べ
た
デ
ー
タ

を
も
と
に
み
ん
な
で
い
ろ
い

ろ
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
様

々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
て
自

分
達
の
村
が
よ
り
よ
く
な
っ

て
い
く
様
子
を
考
え
て
み
た

と
き
は
、
と
て
も
楽
し
く
思

い
ま
し
た
。
実
際
に
議
会
で

提
案
し
た
と
き
、
い
ま
い
ち

採
用
し
て
も
ら
え
ず
、
も
う

少
し
文
を
変
え
れ
ば
よ
か
っ

た
な
ど
と
悔
し
い
気
持
ち
も

あ
り
ま
し
た
が
、
と
て
も
よ

い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
！

　

こ
れ
か
ら
は
、
村
民
と
し

て
し
っ
か
り
自
分
の
村
と
向

き
合
い
、
よ
り
よ
い
片
品
村

を
目
指
し
て
い
け
る
よ
う
、

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑨
中
学
生
議
会
が
な
け
れ
ば

片
品
の
観
光
の
現
状
に
つ
い

て
調
べ
た
り
、
資
料
を
ま
と

め
て
議
会
で
提
案
す
る
と
い

う
機
会
も
な
か
っ
た
の
で
、

今
回
で
し
っ
か
り
議
会
に
向

け
て
準
備
を
し
て
ま
と
め
て

発
表
す
る
経
験
が
で
き
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
学
ん
だ
こ
と

を
生
か
し
て
、
片
品
村
の
村

民
と
し
て
自
分
に
何
が
で
き

る
か
考
え
る
き
っ
か
け
に
も

な
っ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
、
片
品
村
の
観
光
の

現
状
を
知
っ
て
、
片
品
村
は

年
々
観
光
客
数
が
減
っ
て
き

て
い
る
こ
と
や
そ
れ
に
対
し
、

片
品
村
も
対
策
と
し
て
バ
ス

の
運
営
の
活
性
化
な
ど
を
実

施
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
の
で
、
将
来
そ

の
事
業
に
参
加
し
て
片
品
村

を
魅
力
の
あ
る
活
気
づ
い
た

村
に
で
き
る
よ
う
に
で
き
た

ら
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

⑩
僕
は
今
回
の
﹁
片
品
を
提

案
す
る
﹂
と
い
う
学
習
で
村

へ
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
多

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

僕
た
ち
の
班
は
、
片
品
の

中
心
的
な
地
域
で
あ
る
鎌
田

地
区
の
活
性
化
を
テ
ー
マ
に

し
ま
し
た
。
片
品
は　

年
間

暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
僕
た
ち
は
鎌
田
が
活
性

化
す
れ
ば
村
は
変
わ
っ
て
い

く
の
で
は
と
思
い
こ
の
テ
ー

マ
に
し
ま
し
た
。

　

僕
た
ち
は
調
べ
学
習
し
て

い
く
う
ち
に
、
鎌
田
地
区
か

ら
片
品
の
現
状
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

中
学
生
議
会
が
始
ま
る
と
僕

は
他
の
班
の
提
案
を
聞
き
な

が
ら
、
本
当
の
村
へ
の
関
わ

り
っ
て
こ
う
い
う
こ
と
な
ん

だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
片
品

の
現
状
を
表
面
的
だ
け
で
と

ら
え
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

現
状
に
対
す
る
解
決
の
案
を

具
体
的
に
考
え
、
そ
れ
を
う

ま
く
伝
え
て
、
伝
え
る
側
は

そ
の
案
を
尊
重
し
続
け
て
い

く
こ
と
が
村
を
変
え
る
こ
と

の
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
中

学
生
議
会
で
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

⑪
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
宣
伝

活
動
に
つ
い
て
提
案
す
る
た

め
に
片
品
村
で
今
や
っ
て
い

る
宣
伝
活
動
や
宣
伝
法
に
つ

い
て
色
々
調
べ
、
今
ま
で
あ

ま
り
見
た
こ
と
の
な
か
っ
た

片
品
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

を
見
て
、
新
し
い
こ
と
を
沢

山
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
達
で
考
え
た
こ

と
を
村
に
提
案
出
来
た
の
は

と
て
も
新
鮮
で
良
い
経
験
が

出
来
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
他
の
班

の
発
表
を
聞
い
て
い
て
色
々

な
視
点
か
ら
片
品
に
必
要
な

こ
と
を
考
え
て
い
て
、
ほ
と

ん
ど
が
初
め
て
知
る
こ
と
だ

っ
た
の
で
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

　

議
会
を
体
験
し
て
み
て
、

様
々
な
問
題
を
普
段
か
ら
考

え
て
行
動
に
移
し
て
い
る
村

長
さ
ん
達
は
、
と
て
も
大
変

で
難
し
い
役
目
な
ん
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
中
学
生
議
会
を
通

し
て
片
品
村
の
長
所
や
短
所

に
つ
い
て
初
め
て
知
る
こ
と

を
色
々
知
り
、
片
品
の
こ
と

に
つ
い
て
今
ま
で
よ
り
も
も

っ
と
知
り
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
片

品
に
つ
い
て
色
々
な
視
点
か

ら
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
れ
た
と
思
い
ま
す
。

⑫
私
は
普
段
、
片
品
の
こ
と

を
深
く
考
え
る
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

す
が
、
中
学
生
議
会
に
向
け

て
片
品
の
産
業
を
調
べ
て
い

く
中
で
、
片
品
村
の
産
業
は

今
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
の
か
な
ど
現
状
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

観
光
客
を
増
や
す
た
め
に

は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
い
い

か
片
品
村
の
こ
と
を
よ
り
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い

か
な
ど
と
み
ん
な
で
話
し
合

い
、
考
え
た
こ
と
で
片
品
村

の
将
来
に
大
き
く
関
わ
る
私

た
ち
が
、
片
品
村
に
つ
い
て

考
え
る
と
い
う
の
は
と
て
も

重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
あ

ま
り
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ

た
片
品
村
に
つ
い
て
、
し
っ

か
り
考
え
る
よ
う
に
し
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。

⑥
私
た
ち
自
身
が
片
品
村
に

つ
い
て
調
べ
、
ど
う
し
た
ら

も
っ
と
良
い
村
に
な
る
か
を

班
に
な
り
考
え
を
深
め
て
い

く
こ
と
で
、
私
た
ち
自
身
が

片
品
に
つ
い
て
よ
り
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

班
に
分
か
れ
て
の
提
案
を

し
ま
し
た
が
、
他
の
班
の
提

案
や
村
長
の
回
答
を
聞
い
て

片
品
の
現
状
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
私
た
ち
が
片
品

村
を
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
よ
り
よ
い
村
に

し
て
い
く
た
め
に
一
人
ひ
と

り
が
考
え
行
動
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
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月
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月

６月議会を傍聴しませんか！
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○傍聴のお知らせ

次回定例会は、６月８日（金）の予定です。

 一般質問は、開会初日です。なお、一般質問の質疑応答（全文）は片品村公式ホームページ（HP）
にて閲覧できます。HP 掲載写真はフルカラーです。　
URL　http：//www.  vill. katashina.gunma.jp/

金精道路の除雪

片品小学校卒業式

片品中学校卒業式

7 日

 〃  

9 日

 〃  

13 日

 〃  

20 日

 〃  

23 日

29 日

議会全員協議会（当初予算説明会）

第１回議会広報編集特別委員会

総務文教常任委員会

観光産業常任委員会

片品中学校卒業証書授与式

第１回議会定例会閉会

区対抗スキー大会

国道 120 号金精道路除雪状況視察

片品小学校卒業証書授与式

各保育所卒園式

5 日

 〃  

9 日

 〃  

各保育所入園式

行政区役員会議

片品小学校入学式

片品中学校入学式

15 日

20 日

22 日

 〃  

台湾トップセールス

片品村の上下水道、学校給食センター、

観光施設事業、国保、介護保険の

各運営協議会（委員会）

利根東部衛生施設組合議会

議会運営委員会

議会全員協議会

第 52 回冬季交歓会24日  〜 26日

4 日  〜 7日

6 日

 〃  

第１回議会定例会開会　

議会全員協議会

（補正・当初予算説明会）

委 員 長

副委員長

委  　員

委 　 員

委  　員

入澤登喜夫

星野　栄二

千明　道太

萩原　正信

後藤　眞平

発
行　

片
品
村
議
会　

  

責
任
者　

千
明　

道
太　

  

編
集　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会　

 

印
刷
所　

笠
原
印
刷︵
有
︶

議 会 広 報 編 集
特 別 委 員 会

　
２
０
１
８
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
も
終
了
し
、

ス
キ
ー
場
の
お
客
様
も
前
年
比
１
０
５
％

と
い
う
数
字
が
出
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
２
月
か
ら
３
月
に
か

け
て
開
催
さ
れ
た
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
日
本
の
選
手
の
活

躍
に
元
気
を
貰
う
こ
と
が
出
来
、
今
後
の

ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
益
々
の
発
展
を

期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
３
月
定
例
議
会
が
終
了
し
、
提

案
さ
れ
た
議
案
も
全
て
議
決
さ
れ
新
年
度

が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。
新
年
度
予
算

は
国
の
財
政
措
置
に
大
き
く
影
響
さ
れ
、

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
当
初
予
算
か
ら

　
％
の
減
額
予
算
と
な
っ
て
お
り
、
本
村

へ
の
影
響
も
否
め
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
村
の
財
政
も
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
国
の
補
助
制
度
等
を
最

大
限
に
活
用
し
、
村
へ
の
負
担
軽
減
を
進

め
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
・
福
祉
の
充
実
と

産
業
の
発
展
及
び
人
口
減
少
の
対
策
へ
と

繋
げ
て
い
き
、
豊
か
な
村
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

編
集
委
員
長

入
澤 

登
喜
夫
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